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【形状・構造】 
（１）構成、外観 

本医療機器は、本体部で構成されています。 

      

     

      

    

      

    

 

 

 

（２）寸法、重量 
幅 83cm, 奥行き 98cm, 高さ 115cm, 重量 460kg 

 
（３）電気的定格      

     定格電圧 AC 200 V   
定格電流 24 A 

   電源条件 電圧 AC 200 V±10％以内 
電流 40 A 以上, 周波数 50/60 Hz 

   消費電力 3.7 kW 
発熱量   13 MJ/h 

 
（４）電撃に対する保護の形式 

クラス Ⅰ 
 

【使用目的、効能又は効果】    
血液分離、血清分離 
 
 

【品目仕様等】 
最高回転数 4,000 rpm 
最大遠心力 5,241×ｇ 
最大処理量  4,800 ml     
 

【操作方法又は使用方法】     
詳細は取扱説明書の第３章『使用方法』を参照してください。 
 

【使用上の注意】    
・ 機器に異常が発見された時は、直ちに使用を中止すること。 
・ アース線は、必ずアース端子に接続してください。 
・ 遠心機の周囲は、40cm 以上あけてください。 
・ 詳細は取扱説明書の第２章『設置方法と電源』を参照して

ください。 
      

【保管方法及び使用期間】 
（１）遠心機の保管方法及び試用期間等 

・ 保管環境 
周囲温度 10 ℃～40 ℃ 
相対湿度 30 ％～85 ％ 
気圧 70～106 kPa 

・ 気圧、温度、湿度、風通し、日光、ほこり、塩分、イオウ
などを含んだ空気などにより悪影響を生ずるおそれのない
場所に保管すること。 

・ 水のかからない場所に保管すること。 
・ 傾斜、振動、衝撃などのない、安定した場所に保管するこ

と。 
・ 化学薬品の保管場所やガスの発生する場所に保管しない。 
 

（２）ロータの耐用年数・耐用回数 
   本遠心機に使用するロータは、納入後 7年経過後、または 

使用回数 20,000 回のどちらかの条件に達した場合は、 
事故防止のため、速やかにロータの使用を中止し、新しい 
ロータに交換してください。 
 

【保守点検に係る事項】 
詳細は取扱説明書の第４章『保守と点検』を参照してください。 

 
【包装】 

１台単位で梱包 
 
【廃棄のお願い】     

医療関係機関で使用した遠心機は、廃棄物処理法により感染性
廃棄物に指定され、特別管理産業廃棄物に該当します。 
このため弊社で廃棄のためにお引取りすることはできません。
「特別管理産業廃棄物収集運搬業」の許可を受けた会社に 
ご依頼ください。 

 
【中古品再使用（再利用）について】 

中古品をリサイクル店やホームページ等で購入した場合は、 
文書にて弊社までお知らせください。機器のトレーサビリティ
と安全性確保のため必要でございます。 
お知らせいただけないときは、弊社では事故・故障等、その他、 
一切の責任が負えません。 
お知らせいただきたい内容は、弊社 ホームページ 
http://www.kubotacorp.co.jp をご覧ください。 

 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】 

氏名又は名称 株式会社久保田製作所 
第三種医療機器製造販売業 
住   所 群馬県藤岡市中大塚 1065-3 
電話番号  0274-22-6111 

 
製造業者 株式会社久保田製作所 藤岡工場 
住    所 群馬県藤岡市中大塚 1065-3  
電話番号  0274-22-6111（お問合せ・緊急連絡先） 

*
* 

【警告】     
・ 熟練した者以外は、機器を使用しないこと。 
・ ロータやバケットは、最高回転数および許容荷重を超

えて使用しないこと。 
・ ロータやバケットに傷、腐食、さび、変形がある場合

は、直ちに使用を中止すること。 
・ 危険物質（爆発性物質、可燃性物質、化学反応物質）

の遠心分離は行わないこと。 
・ ロータは、オートクレーブの回数制限を超えてオート

クレーブを行わないこと。 
・ 耐用年数・耐用回数を過ぎたロータは必ず交換するこ

と。 
・ 遠心機の運転中は、遠心機の周囲 40cm 以内の場所に 

必要以上に長くとどまらないこと。 

【禁忌・禁止】     
・ 改造したり、指定外の部品を使用しないこと。 

* 


